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背 景

成 果

○集中管理孔が整備される水田地帯で、タマネギの安定生産技術として活用できます。
○集中管理孔は、全道約10,000haが整備済みで、今後も設置面積の増加が見込まれています。

協力機関：北海道農政部農村計画課、空知総合振興局調整課、空知農業改良普及センター

・タマネギは干ばつで土壌が乾燥すると、生育が抑制されます。

干ばつには「かん水」が効果的です。

・水田地帯で導入が進んでいる「集中管理孔」を利用して、

「地下かんがい」が実施できます。

地下かんがいにより、高価格の
「L大規格」が増加しました 3

タマネギに対する「地下かんがい
判断手法」を作成しました
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暗きょ管 水こう 
（水位調節、止水の役割） 
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集中管理孔を利用した地下かんがいの仕組み

1
地下かんがいの実施により、
タマネギの収量が高まりました

期待される効果

2

地下かんがい予定日

地下かんがい実行

前１週間に10mm
以上の連続降雨がない

後１週間にまとまった
降雨が見込めない

地下かんがいによるタマネギの安定生産技術
雨不足でも、タマネギの収量が安定する生産技術を開発しました。

問い合わせ：道総研 中央農業試験場 電話：0123-89-2001
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